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おわりに

Iま じ め

乙の論稿は，副題にも示したように，資本制的蓄積によって規制される労賃

法則一一労賃形態および労賃変動の法則一ーを解明することを課題とするより

大きなテーマの一部をなしている。ところでこの資本制的蓄積と労賃法則とい

うテーマが含む内容は，基本的には『資本論』第一巻において与えられてい

る。そ乙でこの視角から第一巻をとらえなおせば，それはつぎの三つの部分か

ら成り立っている。

第一は，資本制的蓄積をもっとも本質的に規定するところの資本制的生産の

内的過程に下向してこの生産の「絶対的法則」たる剰余価値の生産に到達し，

これと対応させながら，労賃の本質規定たる労働力の価値とその変動法則を解

明するものである。最大限の剰余価値を生産するために一一亡れこそが資本の

「唯一の生活衝動」であり， 「資本制的生産の特有の内容および目的をなす」

一一，資本は基本的には労働の生産力の増大・労働日の延長・労働の強度の増

大という三方法を駆使する。他の諸条件を一定とすれば，これら剰余価値生産
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の三ブ了法こそが1!!1Iv1力価値の大いさを変動させる某本的要因にほかならない。

かくて資本制的蓄積と労賃法則は，ここでもっとも木質的に資本による剰余伺

値の生産と労働力の価値変動の法則として杷握されるのである。この問題は第

二編第四章第三首j「労働力の購買と販売」および第三編「絶対的剰余価値の生

産J.第四編「相対的剰余価値の生産J.第五編「絶対的および相対的剰余価

値の生産」からなる剰余刊Ii値論全体にわたって民間されているが，とくに第五

編第一五章「労働力の価格と剰余価値との大いさの変動」は，その総括的地｛？

を占めるものとして主要である。

第二lと第六編「労賃lでは考察は一転して直観と表象の世界にたちかえるが，

ここでは労働力の価値またはそのたんなる貨幣表現としての労働力の価格が，

ブノレジョア社会の表同では労働の価格すなわち労賃という転倒された現象形態

を受けとる乙とによって，さきの本質的過程における剰余価値の生産がいかに

隠蔽されまたは拡大強化されるかが明らかにされる。この問題はまず第一七章

「労働力の価値または価格の労賃への転形」において労賃形態一般としてとり

あっかわれたのち，第一八章および第一九章においてその「二つの支配的な基

木形態Jたる同間賃金と個数漬余についてより具体的に解明されている。

第三に第七編「資本の蓄積過程」では，この現象形態を受けとった労賃が，

資本の現実的運動様式たる資本蓄積に規制されていかに変動するかが，労働市

場における労働力商品の需要供給の法貝ljを媒介にしてみ察される。すなわち蓄

積にともなう「産業予備軍の累造的生産」が労賃の低下傾向をもたらす乙と，

またこの傾向は蓄積の具体的運動形態たる産業循環の周期的変動に規制されて

循環的変動として貫徹されることが明らかにされる。この問題は第二一宇「w.
純再生産」・第二二主主「剰余価値の資木への転イじ｜を受けて，とくに第二三平

「資本合lj的蓄積の一般的法則」において考察されるが，ここで明らかにされる

資本蓄積と労賃変動の法則は第二三章がその分析課題としている「資本の増加

が労働者階級の運命におよぼす影響」の核心部分をなすものとして位胃づけら

れねばならない。

資本制的蓄積と労賃法則の解明のためには，以上のような，労賃の本質規定

たる労働力の価値とその変動，労賃の現象形態，資本蓄積に規制される労賃変
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動の三者が，資本制的蓄積を基軸として統一的に展開されねばならない。本稿

は，表題からも明らかなように，このうち第ーの部分，すなわち労賃の本質と

しての労働力の価値規定と，剰余価値生産の三方法によって規制されるその大

いさの変動法則とを考察対象としている。

乙乙で本稿作成にあたってとくに留意した点を二・三あげておきたい。

第一は，この労働力価値の変動法則についてのマノレクスの理論は，それだけが

他ときりはなして論じられているのではなしそのなかにすでに後続する労賃

形態論および労賃変動論の展開の必然性がいわば先取りされた形で論及されて

いるということに注意を向けながら議論を進めたことである。 この意味にお

いて本稿は，資本制的蓄積と労賃法則の解明にとっていわば管制高地の地位を

占めるものとなるであろう。第二は，剰余価値生産の三方法の遂行によって生

じる剰余価値と労働力価値の変動，およびこれに対する労働力の価格の変動な

どについて簡単な図示を試みた乙とである。もとより図示が多くの制約を免れ

ないことは筆者が一番自覚しているところであるが，そこに前提された条件の

抽象性を忘れない限り，資本の論理を探る上で何らかの参考にはなりえよう。

第三は典拠についてであるが， 『資本論』ドイツ語第二版を現行版として中心

にしながらも，他に第一版およびとくにフランス語版を参照し，その異同を確

認することによって，；理論を精密化しまたは豊富化するよう努めたことであ

る。

『資本論』からの引用個所はディーツ版の原書頁で示した。訳書は長谷部文雄教授に

よる河出書房『世界の大思想』版を用いた。ただしつぎの二用語だけは，他の訳語を採

用している。「spezifisch・－－…独自の→特有の」，「potenziert・－…自乗された→強めら

れた」。なおフランス語版『資本論』の訳については筆者がすべての責任を負うものであ

る。

(1) 私はこの「資本制的蓄積」という言葉をもって，資本による剰余価値生産と剰余価

値による資本の生産ー一一狭義の資本蓄積一ーの両者を含めた意味で用いている。この

意味における資本制的蓄積は一一蓄積論の一層の展開がなされる第二巻・第三巻を捨

象すれば一一， 『資本論』第一巻「資本の生産過程」全体の内容をなすものにほかな

らない。後者はもともと資本が剰余価値を生産し，乙の剰余価値が資本を生産すると

いう一つの円還運動を内包しているのである。

(2）資本制的蓄積の理論は『資本論』第一巻では「抽象的に，すなわち直接的生産過程
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のたんなる契機として」とりあっかわれているにすぎず，ここで捨象された「剰余価

値の分裂と流通の媒介運動」をも合めたその充全な展開のためには『資本論J全三巻

を伎たねばならない。とはいえ労賃については，その本質・形態・運動についての全

理論が一般的にはすでに第一巻で展開されているといってよい。

(3）剰余価値生産の方法としては厳密にはこの他に労働力価値以下への労賃の引き下げ

がある。もちろん労働の生産力の増大・労働日の延長・労働の強度の増大による剰余価

値生産といえども一一前者は資本蓄積に規制される労賃変動による，後二者は労賃の

支払形態によるその実現の過程で一一労働力価値以下への労賃の引き下げをともなう

場合が多いことは本論のなかで詳述するとおりである。ここでいうのはこのような剰

余価値ι産の三方法に媒介されることのない直接的かつ「暴力的」な労賃の引き下げ
であって，マルクスはこのような方法が「労賃の現実的運動においては重要な役割を

演ずる」として，一八世紀末から一九由紀始めにかけてのイギリスの資本主義的農業

においてみられた「絶対［内な最低賃金」と「教区救倣l金Jの補完関係を例示しており
(Bd., I . S S. 630 3λまた第三迭ではこれを「利潤率低落の傾向を阻止する最も重

要な原因の一つ」（Bd.,fil. S. 263）として位置づけている。だが資本賃労働関係の一

般的分析を課題とする『資本論jではーーまた本稿でも一一この要因は鈴象される。

マルクスは「賃金をその正常な平均的高さ以下に圧下ずるjことによって剰余価値を

拡大することを資本の「汚点」とよび，一般的分析においてはあらゆる商品の，した

がってまた労働力の，価値どおりの支払が前提されるべきであって，分析の悶弾をこ

の汚点IC転稼しではならないとしてつぎのように述べている。 「資本制的機構の客観

的分析にさいしては，この機構になお異例的に附着している特定の汚点を利用して，

理論的困難を片づけるための遁辞としてはならぬ」（Bd.,JI, S . 515）。

なおこの剰余価値生産の三方法といわゆる剰余価値生産の二形態ー一一絶対的剰余価

値の生産と相対的剰余価値の生産ーーとの関連については，第一節で考察する。

(4）第一節目を参照されたい。

(5）従米の労賃論研究においてはこの統一的担握が必らずしも充分ではなかったと思わ

れる。たとえば，労働力の仙値規定についてはこれをとりあげないものはないが，こ

の価値変動の法則については看過するもの，あるいは価値変動をとりあげてはいても

それと労賃形態や労賃変動との関連が｜慶昧なもの，あるいは労賃形態論だけを他との

関連なしにとりあげるもの，あるいはまた労賃形態論による媒介なしに労働力の価値

規定をいきなり資本蓄積論につなぎ，そこにおける相対的過剰人口を背景とする労賃

変到論のみを一面的に強調するもの，等々である。

(6) フランス詰版『資本論」はジョゼブ・ロアの訳にマルクスが目をとおして修正・ ）JIJ

等したものであり，その独自の学問的意義についてはマルクスじしんによってそのあ

とがきやドイツ語第二版のあとがきにおいて強調されているところである。この変更

や加筆のうち主要なものは第七編「資本の蓄積過程」に関するものであるが，本稿が

主としてとりあげた第五編第一五主主「労働力の価格と剰余価値との大いさの変動」一
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フランス語版では第五編第一七章「剰余価値と労働力の価値との聞の大いさの割合に

おける諸変動」一一ーにおいてもいくつかの看過できない追加や修正がなされている。

なお筆者がこのフランス語版『資本論JJ／（注目するにあたっては，河上肇教授の古

典的名著『資本論入門』一一これはカウツキーがフランス語版をとりいれて編集した

いわゆるカウツキー版『資本論Jを典拠としている一一ーがその契機となっている。

第一節 剰余価値生産と労働力の価値規定

付労働力の価値規定

マノレクスは『資本論』第二編「貨幣の資本への転化」の第三節「労働力の購

買と販売」において労働力の価値規定を行っている。

労働力の価値は，さしあたり他のすべての商品の価値と同様に，乙の商品の

生産に必要な社会的労働時間によって規定される。だが労働力の生産とは何

か。労働力とは「人間の身体すなわち生きた人的存在のうちに実存していて，

彼が何らかの種類の使用価値を生産するたびに運用するところの，肉体的およ

び精神的な諸能力の総計」にほかならない。乙の「特有の商品」たる労働力は，

他のどの商品ともちがって，それ自らの自立的物質的定在をもたず，したがっ

てこれを人間と自然との質料変換の媒介たる労働によって直接生産するわけに

はいかない。それはその所有者たる労働者の体内に彼の「能力または力能とし

て（comme puissance ou faculte）のみ」存在するのである。だから労働力

の生産は労働者の生存を前提とするが，ひとたび労働者の生存を前提すれば，

労働力の生産とは労働者じしんを再生産すること，または維持することにほか

ならなし1。自らを再生産するためには労働者は一定分量の生活手段を必要とす

る。かくて労働力の価値は，その所有者たる労働者の再生産または維持に必要

な一定分量の生活手段の価値に帰着するのである。

このように労働力の価値規定は一般商品のそれとはきわめて異なる特殊性を

もっている。一般商品の価値はそれを生産するために社会的に必要な労働時聞

によって直接的に規定されていたのに対して，労働力の価値は，乙の商品の特殊

な定在様式にもとづいて，それがひとまずその所有者たる労働者の必要生活子

段の一定分量に還元され一一乙れを便宜上労働力価値の第一規定とよぷ一一，

しかるのちこの生活手段を生産するために社会的に必要な労働時間である一一ー
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同様に第二規定とよぷーーというように，いわば媒介的・間接的に規定される

のである。

もし第一規定における生活子段の分量が与えられているとすれば，その価値

としての第二規定は，一般商品の価値規定と何ら異なるものではない。だが労

働者の必要生活子段そのものはいったいいかなる量的制定性をもつものであろ

うか。それは労働力の不断の再生産を保障するものでなければならない目、上，

つぎのような要因を内包している。第一は労働者本人が自己の労働力を再生産

するに必要な生活手段の分量であって，ふつう生存費とよばれるc 第二は労

働者家族の再生産に必要な生活手段の分量であって，これは消耗と死亡と年よ

ってたえず労働市場から脱蕗する労働力の世代的再生産を可能にするためのい

わゆる家族扶養費である。第三は，労働者の一般的・人間的本性を変えて，彼

の労働力が一定の労働部門iこ適台した「熟練と巧妙」と在もつように育成また

ほ訓練を与えるに必要な生活子l肢の分量であって，育成立とよばれる。そしてさ

らにこの三要因の各々が労働者のいわゆる同然的・生理的な欲望に属するもの

と，必然、的・社会的な欲望に肩するものとの両者を含んでいるといわねばなら

ない。だが労働者の必要生活手段がこのような諸要因から構成されるといって

も，このことからただちにその分量についても何か成る固定的な大いさが与え

られるわけではない。それは労働者がそのもとで再生産され維持される自然的

および社会的諸条件一一これは国が異なれば異なり，また同じ国でも時代が変

れば変る一一ーにもとづいて現実に規定されるのであり，したがってきわめて可

変的・開力的なものとならざるをえない。

とはいえ「一定の国にとっては，一定の時代には，必要生活子段の平均範囲

は与えられているよ。

(1) Das Kapital, Dietz Verlag, Bd., I, S.175 

(2) L巴Capital，立ditionsSocial巴s,t.l, P.173 

(3) このような「二重の規定Jを内容とした労働力の価値規定の特殊性については，渡

辺多恵子・毛利明子両氏がはやくから注目されている（「、労働力の価値、とは何か」

『経済評論』 196。年4月号）。また荒又重雄教授の注目すべき論文「労働力の価値の実

在性と仮象性についてJC『北大経済学研究」第17巻第1号〉もこの労働力の価値規定

の特殊性の問題をとりあつかっているO
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(4）労働力商品の価値の大いさにおけるこの可変性・弾力性は，この商品の消費の限度

たる労働日の長さにおけるそれと対応している。 「労働日の変化は，肉体的および社

会的な限度の内部でうごく。だが，この二つの限度はきわめて伸縮自在のものであっ

て，変動の余地がきわめて大きい」（DasKapital, Bd., I, S.240）。なお内海義夫教

授は「賃金法則」すなわち労働力の価値法則と「労働時間法則」との内容的な対応関

係に注目され， 「労働力の維持と再生産の確保」のためには，生理的および社会的要

素をふくむ労働力の価値によるその「価値的確保」の他に，肉体的および精神的限度

をもった労働日によるその「時間的確保」が必要不可欠だということを強調されてい

る点で興味深い（『労働時閣の理論と問題』 P.10-16）。

(5) Das Kapital, Bd., I. S.179 

同 絶対的および相対的剰余価値の生産と剰余価値生産の三方法

以上のような労働力の価値規定にもとづいて，マルクスは第三編からいよい

よ第一巻本来の課題たる「資本の生産過程」の分析につきすすみ，第三編「絶

対的剰余価値の生産」・第四編「相対的剰余価値の生産」・第五編「絶対的およ

び相対的剰余価値の生産」の三編にわたって剰余価値論を展開している。とこ

ろで剰余価値生産と労働力の価値変動という，本稿のとりあげた問題が考察さ

れるのは，このうち第五編の第一五章「労働力の価格と刺余価値との大いさの

変動」である。

ここでは剰余価値論に占める第五編の地位，または第三・四編に比べてのそ

の問題視角の具体化について論究し，なぜ第五編に至ってはじめて剰余価値生

産と労働力の価値変動の法則が考察されえたか，したがってまた本稿がなぜ第

三・四編ではなく第五編第一五章に依拠しなければならないかを明らかにして

おきたい。 乙の乙とは従来第五編が，若干の論点をのぞけば，比較的軽視さ

れ，先行する両編のたんなる総括として簡単に言及されるか，または正面から

とりあげられる場合も，もっぱら原典の祖述にとどまる傾向があったことから

しても，重要である。第五編の課題はたんに第三・四編の統ーまたは綜合につ

いて一般的な反省を行うことではない。それはむしろ，新たな，より具体的な

視角から総括された剰余価値論だといわねばならないのである。

まず第三編と第四編の展開の特徴をふりかえってみると，そ乙では周知のよ

うに，絶対的剰余価値の生産と相対的剰余価値の生産とが一定の論理的および

歴史的な序列にしたがって展開されている。はじめに論理的な序列をみよう。
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そもそも絶対的剰余価値の生産という概念には二重の意味が含まれている。ぞ

れは第ーに，必要労働時間をこえての労働日の絶対的延長という，その限りで

は相対的刺余価値の生産にも妥当するところの剰余価値生産一般を意味する。

マルクスは第三編第五章「労働過程と価値増殖過程」・第六章「不変資本と可

変資本J・第七立「刺余価倍率Jにおいてこの剰余価値生産の一般的規定を行

う。だが第二に絶対的i剰余価値の生産は， ほかならぬ労働日の延長による剰

余価値の生産という，剰余価値生産のー特殊形態を意味する。これをマルク

スは第八章「労働日」のとくに第一節「労働日の限界」において考察する。つ

ぎにこの後者の志味での絶対的剰余価値生産とならんでもう一つの特殊形態を

なすのが，相対的釆I］余価値の生産であるつこれは必要労働時間の短縮とこれに

照応する労働日の同構成部分一一必要労働時間と剰余労働時間 ーの量的割合

における変化から生ずる剰余価値の生産であって，労働の生産力の変化がその

条件となる。第四車両第一0章「相対的剰余価値の概念」がこの問題の解明にあ

てられる。

歴史的序列に移ろう。まず絶対的剥余価値の生産は，他の諸条件とくに労働

の生産力を一定とした上での労働日の単純な延長による剰余価値の生産である

限り，これは，資本がさしあたり「労働をぱ，歴史的に現存する技術的諸条件を

もって自己に従属させJるだけで何ら生産様式の変革をともなわないところ

の，いわゆる資本のもとへの労働の形式的包摂の段階に，つまり資本制的生産

の生成期において典型的にみられるc マルクスは第八半第二節「剰余労働にた

いする渇望，工場主とボヤ｝ノレ」以降で，この労働日延長についての歴史的記

述を行っている。第二に相対的剰余価値の生産は生産力の増大，つまり「労働

過程の技術的諸過程，および社会的成群」の変革を条件とする限り，これは，

資本が労働を実質的に包摂して「特有の資本市IJ的生産株式」が確立するH0Jl;JHこ

典型的に行われる。マルクスは第凶編第一一章「協業」・第一二章「分業と7

ニュファクチュアJ・第一三章「機械と大工業jにおいて，生産）Jの増大によ

る相対的刺余価値生産を媒介としながらどのようにして特有の資本制的生産様

式が確立していったかをあとづけているc

これを要約すれば，第三編と第四編においては，第ーに論理的に，剰余価値
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生産一般とその二つの特殊形態たる絶対的剰余価値の生産と相対的剰余価値の

生産との明確な概念規定を行うこと，第二に，これらの両形態が歴史的にはど

のようにして行われ，そのなかで特有の資本制的生産様式がどのようにして発

展してきたかを明らかにすること，をその課題としていたのである。

さて第五編における視角の転換ははやくも第一四章「絶対的および相対的剰

余価値」に現われる。たしかにそこではまず，第三・四編でそれぞれ一面的に考

察された絶対的剰余価値の生産と相対的剰余価値の生産の区別と関連について

反省がなされる。第ーに反省された結果が上に述べた両者の序列関係であり，絶

対的剰余価値の生産が論理的に剰余価値生産の「一般的基礎」をなすものとし

ても，相対的剰余価値生産の「出発点」をなすものとしても，相対的剰余価値

の生産に先行する乙と，相対的剰余価値の生産は「一つの特有の資本制的生産

様式を内蔵する」ことが明らかにされる。つぎに一見乙のことと相反するよう

にみえるが， 「労働日の無制限な延長が大工業固有の産物として現われた」よ

うに，絶対的剰余価値の生産が全面的に開花するのはむしろ資本制的生産様式

が確立してのちのことであって，この意味では相対的剰余価値の生産のための

方法が同時に絶対的剰余価値の生産のための方法である，という両者の弁証法

的関係が強調されている。

だがマノレクスはこれにすぐ続けて，両者の関係についてのこのような一般的

反省を行う乙とが第五編の固有の課題ではないことに読者の目を向けさせる。

なぜなら両者の区別と関連をどんなに述べたてたところで， 「特定の見地から

すれば，絶対的剰余価値と相対的剰余価値との区別は，総じて幻想的なものに

みえる」からである。すなわち絶対的剰余価値は，それが必要労働時間を労働

日の一部に限定するだけの生産力の発展を条件とする限りでは相対的である

し，また相対的剰余価値も，それが必要労働時間をこえる労働日の絶対的延長

を条件とする限りでは，絶対的だといわねばならない。ではどうすればこの

「同一性の仮象」が消滅するであろうか。それはただわれわれが現実的な「剰

余価値の運動同目す引ことによってのみである O

みられるようにここでは，第三・四編が到達したl時点に立って，つまり，論

理的に剰余価値の生産一般が前提されているのはもちろん，歴史的にも「資本
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;j,lj的主産株式がひとたび確立されて一般的な生産様式」となっている乙とが前

提された上で， 「剰余何値率を総じて高めることが問題」となっているのであ
(13〕

る。このような場合には「実践的に事実にかじりつくjことをつねとする資本
(14〕

家には，剰余価値生産の二形態は剰余価値率を高める方法の区；JIJとして鋭く

「感ぜられうるようになる」。すなわち剰余価値率を増大するためには，資本は，

労働の生産力の増大か，労働日の延長か，労働の強度の増大のいずれかをーー

もちろんこれらのうち二者または三者の同時的採用を排除しない一一採用する

しかないのである。かくて第三・凹編における剰余価値生産の二形態は，第五

編では，かしこでのように一定の序列においてではなく， 「組みあわせ」とし

て，つまり資本が剰余価値生産に際して選択すべき三方法として同時並存的に

とりあげられているということができる。

(1) この表題はフランス語版では「剰余価値と労働力の悩値との間の太いさの割合！とお

ける諸変動」（傍点引用者〕と伝っている。第一五章一一フランス語版では第一七章

一ーにおいてマルクスが考察している主要な内容は，剰余仙値生産の三方法によって

規制される剰余価値と労働力の価値との畳的変動の法則であり，労働力価値からの価

格の背離の問題はつぎの展開を先取りするものとしていわば無媒介的に言及されるに

止まるので，フランス語版の表題の方が適切であろう。

(2）第五編の課題は，初版およびフランス語版ピおけるその表題が適切にしめしている

とおり，剰余価値の生産に関する「より進んだ研究（WeitereUntersuchung巴n〕J
であり， 「あらたな研究（nouvellesrecherch巴S〕」である。なお第三・四編と第五

編の関係は『資本論』第一巻「資本の牛産過程」・第二巻「資本の流通過程」と第三

巻「資本制的生産の総過程」の関係に類比されうる。両者の関係について第三巻の冒

頭で？｝レクスが注志していることは，条件を変えればここでもまったく妥当する。す

なわち「この、第一五章、で問題とするのは， ミ絶対的剰余仙値生産と相対的剰余価

値生産、の統ーについてー般的反省を試みることではありえない。問題はむしろ，全

体として考察された、剰余価値の生産過程、から生じる具体的な諸形態を発見して叙

述する乙とである」。

(3) Das Kapital, Bd., I. S.325 

(41 とはいえこのことは資本市］的生産の確立期においてもひきつづきこの方法が追求さ

れることを決して排除しないし，むしろ，のちにふたたび言及されるように，そこで

こそ労働日の無制限な延長がいJ能となる。第八章第二節以降の歴史的記述のなかに，

一九世紀なかばの機械制大工業の確立別における労働白延長の事実が含まれているの

はこのためである。

(5), (6), (7) Ibid., S.535 

(8) このような，機械制大工業の発展を基軸とした剰余何倍止産の諸形態の問の弁証法

的関係については第四編第一三章の第三節が注目されるべきである。そこでは「機械
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経営」したがって生産力の発展が「労働者に及ぼす直接的影響Jとして，婦人・児童
労働の採用とともに，労働日の延長および労働の強化が位置づけられている。

(9), (10), (11), (12), (13) Ibid., S.536 

(1品 Ibid.,S.177 

(15) 乙乙で労働の強度の増大による剰余価値の生産を絶対的剰余価値の生産と相対的剰

余価値の生産のいずれに含めるべきかという問題にふれておこう。マルクスによる概

念規定に従うとすれば，絶対的剰余価値とはほかならぬ「労働日の延長によって生産

される剰余価値」 Cs.330）であり， 相対的剰余価値とは「必要労働時間の短縮・お
よび乙れに照応する労働日の両構成部分の量的割合における変化・から生ずる剰余価

値」Cs.330）であるから，労働の強度の増大による剰余価値生産は相対的剰余価値の
生産に含めるべきであろう。とはいえそれが労働者の支出労働量の増大による剰余価

値生産である点では労働日延長の場合と同じであるーーただし前者は内包的増大，後

者は外延的増大であるという区別はあれー一限り，絶対的剰余価値の生産と共通の性

格ももたざるをえない。乙のととから井村喜代子教授のように絶対的剰余価値の生産

を「労働力の価値が不変のもとで，一日の支出労働量の絶対的増加によって生じる剰

余価値の増大」と規定し，労働の強度の増大による剰余価値生産をこれに含められる

見解も生じてくる乙とになる（「剰余価値論」杉本編『マルクス経済学研究入門』に所

収入

（三） 労働力の価値のより進んだ規定

第五編第一五章では，乙のような新しい観点から剰余価値の生産がとりあげ

られ，その三方法によって規制される剰余価値と労働力の価値の大いさの変動

法則が考察される。だが乙のような視角の転換は当然の乙とながら労働力の価

値規定そのものにも影響を与える。それはもはや第二編における規定一一一第三

．四編はこれにもとづいて展開されるーーに止まることはできない。

第二編から第四編までは，労働力価値のいわゆる第一規定たる労働者の必要

生活手段の分量はさしあたり一定として議論がすすめられてきた口そうしてと

そ，この一定分量の生活手段の価値を再生産する時間を乙えての労働日の延長

が絶対的剰余価値の生産として，また乙の一定分量の生活手段の価値を再生産

する時間を短縮することが相対的剰余価値の生産として，剰余価値の源泉が単

純明快に説明されえたのである。

だがじっさいには，現実的な剰余価値の生産は，当初一定とされた生活手段

の分量にもある反作用を与えずにはおかないのであって，いまや乙の前提その

ものが再検討されねばならなくなる。かくて乙乙では，第二編から第四編まで

では一定とされた労働者の必要生活手段の分量にもたちいって考察することに
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なる。とはいえこの分量を規定するすべての要因がここで検討されるわけでは

ないことはいうまでもない。ここでは剰余価値生産の三方法一一労働の生産力

の増大・労働日の延長・労働の強度の増大一一ーという直接的生産過程における生

売の客体的および主体的条件の変化が労働力価値に及ぼす影響を考察するのが

課題であるから，生活手段分量の変動もこの課題に関する限りでのみとりあげ

られる。そこでこの分量を規定する諸要因のうちつぎのものは捨象される。第

一はかの三要因のうち家族扶養費および育成費の両要因である。たしかにこの

両要因は「生産様式とともに変化Jし，したがって生産力の変動と需接に関連

している限り，これを拾象するのは不当にみえるかもしれない。だがこ乙では生

産力の変動は，それが商品価値に係わる側面だけで論じられており，その内容

規定たる「労働過程の技術的および社会的諸条件の変化，つまり生産様式の変

革」およびそれが労働者の自然的構成一一男子・女子・成年・未成年というよ

うなーーの変化や，熟練の分解などに与える影響については，機械制大工業が

労働者に及ぼす直接的影響の具体的記述を与えている，かの第四編第一三章に

おいてすでに論じられているために， ここでは再説されないのである。第二

に，ここでは労働者の白然的および社会的欲望の平均範囲は与えられているも

のとし，その変化一一いわゆる生活水准の変化一ーの問題はここでは捨象す

る。これは労働力の再生産構造の全体に係わる問題として，刺余価値論よりも

もっと具体的な次元でとりあっかわれるべきであろう。

(1) マルクスは第一五章の冒頭において， 「生産様式とともに変化する労働力の発達

資」と「労働力の白然的相違」の「両要因は，以下の研究ではなお除外されたままで

ある」（S .544）と述べている。ただしこのパラグラフはつづくーパラグラフとともに

フランス語版でほ削除されている。

第二節 労働の生産力の増大と労働力の価値低下

←） 労働の生産力の変動によって剰余価値と労働力の価値とが規制される三つ
の法則

剰余価値生産の一方法としての労働の生産力の増大が労働力の価値に及ぼす

影響に一ついて考察することが木節の課題であるが，その前にまず，労働日およ
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び労働の強度が一定で生産力だけが変動する場合に，労働力の価値と剰余価値

とがいかに規制されるかを一般的に考察しよう。これは周知のようにマルクス

によって「三つの法則」として定式化されている。

第一の法則は，労働の生産力の変動が，一労働日がうみだす価値生産物の大

いさにいかなる影響を及ぼすかをとりあっかう。そもそも労働の生産力とはつ

ねに具体的有用労働の生産力であって，一定時間内における「合目的的・生産

的活動の作用度」だけを規定し，価値で表示される労働とはまったく関係がな

いあしたがって生産力の変動は生産される使用価値の分量を変動させるとはい

え，価値量にはいささかの影響も与えない。労働の生産力がいかに変動しても

与えられた労働日はつねに同じ価値生産物において自らを表示する，乙れが第

一の法則である。

第二は，乙の不変の価値生産物を構成するこつの要素たる労働力の価値と剰

余価値とが，生産力の変動によっていかなる作用を受けるかという問題であ

る。不変量を構成するこつの要素のうち，一方が変動しうるためには，他方が

逆の方向に変動しなけばならないことは明らかである。だから労働力の価値と

剰余価値とは，それらが変動する限りその方向は互いに逆の方向でしかありえ

ず，同時に増大しまたは減少することはできない。そこで，与えられた唯一の

変動要因たる労働の生産力の変動，たとえばその増大の作用を考察すれば，そ

れは後述するように労働者の必要生活手段の価値を低下させる乙とによって労

働力の価値を低下させるO その結果として剰余価値が増大することになる。い

うまでもなく逆の場合は逆である。かくて，労働の生産力の変動は労働力の価

値には逆の方向に作用し，剰余価値には等しい方向に作用する。これが第二の

法則である。

第三の法則は，労働の生産力の変動が労働力の価値および剰余価値の大いさ

を変動させるにあたって，これら三者の変動がしたがう一定の「因果系列」に

関するものであり，すでに第二の法則から明らかな乙とをこの観点から厳密に

定式化したものである。すなわち労働の生産力の変動，その増加または減少

は，労働力の価値の逆の変動をもたらし，その結果として剰余価値が増加また

は減少するのであって，決してその逆に剰余価値の変動が労働力価値の変動の
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JJ7:[国になるわけではない。
〔6)(7〕

(1) D且S Kapital, Bd., I. SS.545 7 

(2) Ibid., S.51 

(3) 原典ではつぎのようになっている（以下同様）。「第ーに。労働の生産性が一一それ

につれて，生産物。の分量が，したがってまた個々の商品の価格が いかに変動しよ

うとも，与えられた大いさの労働日はつねに同じイ1Uif荷生産物において自らを表示す

るJ(Ibid.,S. 545）。

(4) 「第二に。労働力の価値と剰余何値とは，たがいに逆の方向に変動する。労働の生

！主力における変動，その増加またば減少は，労働力の価値lこは，逆の方向［ご作用し，

剰余価値には等しい方向に作用する」 (Ibid.）。

(5) ローゼンベルク「資本論註解』訳，青木書店版，第二冊， P.413 

(6) 「第三に。来I］余悩値の増加または減少は，つねに労働力の価値の照応的な減少また

は増加の結果であってけっしてその原因ではない」 (Ibid.,S. 546）。

(7) この三つの法則はマルクスもいうように， リカードによってはじめて定式化され

た。リカードはこの労働力の価値と刑余価値の関係を，それらが現象に現われるまま

の形態で，つまり労賃と利潤の関係としてとらえ，両者は，一方が減少しなければ他

方が増大しえないという相反関係にあることを強調している。これに対してマルクス

は，一方でリカードがこのように労賃を利潤との対抗関係において，すなわち相対賃

金として把握したことを，リカードの「大なる功績の一つJとして評価するとともに，
他方ではリカードの限界を明らかにしている。その一つはよく知られているように，

リカードが刺余価値とその特殊的形態としての利潤とを混同したということである

が，ここで重要なのはさらに彼が，この三つの法則がその上で妥当するところの特殊

的条件，つまり労働円・強度が不変で生産力だけが可変だという条｛牛を，資本：1;1J的と＂－

庄の一般的で排他的な条件だとみなして，それ以外の場合を知らなか勺たということ

である。そこでマルクスにとっての課題は，労働力の価値と剰余価値との関係を規制

する他の二つの要因一一労働日および強度ーーを発見し，定式化することになる。マ

ルクスによるリカート、の限界の克服は種々の点にわたるが，以上のべた点からの考察

は従来比較的に看過されてきたように思われる。

（ニ） 労働の生産力の増大と労働力の価値低下

ここで本起にたちかえって資本による剰余価値生産の一方法としての労働の

生産力の増大に注目し，これが労働力の価値におよぼす彰響を考察しよう。

労働の生産）］の増大は司さきにもみたように，同一時間内に生産される価値

畳には何らの影響も与えない。それはただ同一時間内に生売される使用価値量

を増大させるだけである。だがこのことは同一時間内に性問される同一価値が
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したがってー商品

あたりの価値の低下が生じる。つまり生！主力の増大は一般に商品価値の低下と

より多量の使用価値つまりiJ'.fj品に配分されることを怠味し，

して現われるのである。他方‘労働力の価値は一定分量の労働者の生活手段一一

これはその各々が特殊的産業の生産物たるさまざまな出品から成り立っている

ーーの価値に帰るした。そ ζで労働の生産力の増大は，それが全社会的に生じ

したがって労働者の生活手段の価値をも低下るならば，すべての尚品の価値，

させることによって労働力の価値を低下させることになる。その結果として刺

において考察したとおりであ「三つの法則」

との過程を図示すればつぎのようになろう。

労f力日（定）

余価値が増大することはさきに

る。

新価値←豆一労｛／J力の旧価値

i也）
ぐ一一←L乙Lー m V 

強
度
二
定
）

｛①生産聞大明叫値叫下山。

①その結果剰余価値が増大する。

なお一社会の生産力の増大はただちにその割合で労働力の悩値低下を導くわ

けではないことに注意しなければならない。労働力の価値は第一節でくわしく

労働者を維持し再生産する生活手段の価値によって規定さ検討したように，

れた。だから生産）Jの培大が労働力の価値を低下させうるためには，それは一定

したがっての産業部門に，つまりその生産物が労働力の価値規定に入りとみ，

またはこの生活手段の生産に用い労働者の日常的生活子段の諸要素であるか，

られる労働手段および労働材料であるような諸部門に生じなければならない。

それが上記の諸部門と無関係のところで生じるどんなに生産力が増大しでも，

そこでの生産物のほ廉化は労働力の価値の大いさとは1m縁であろう。ならば，

それが労働者の必要生活手段の低廉化をもた

らす限りで，労働力の価値を低下させるのである。

だが生産）Jの全社会的な増沢によってひとたび労働力価倍が一般的に低下す

つまり一社会の生産力の増大は，
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れば，その結果としての剰余f1lli値率の増大は， l盛業部jlljを問わずすべての資本

によって享受され，したがってそれは一般的刺余価値率の増大として現われ

る。

同標準からの背離としての労働生産力の増大と特別剰余価値の生産

労働の生照）Jの増大が労働力の価値低下をもたらし，したがって一般的剰余

価値率が増大するためには，生産力はある特定の産業諸部門で増大しなければ

ならないことはすでに述べたとおりである。だが現実！こは生産力の増大はあら

ゆる産業部門において，しかもそれを構成するあらゆる個別資本によって追求

されている。その場合の推進動機はいうまでもなく特別剰余価値の取得である。

さきにみた生産力の社会的増大による一般的剰余価値率増大の過程は，現実に

は諸個別資本がこの特別剰余価値を求めて推進する個別的生産力の増大によっ

て媒介されているのである。この問題は周知のように『資本論』第一巻第一O

主主「相対的刺余価値の概念」において毘閲されている。

いまある個別資本が生産諸条件の改善を行ってその生産力を社会的・平均的

な水準以Uと高めたとすれば，そ乙で生産される商品の個別的価値は同種荷品

の社会的価値よりも小さい。だが商品の現実的価値は社会的価値であ~）から

この商品も社会的価値で売られる。そこでこの社会的価値と個別的価値の差額

が特別剰余価値としてこの資本によって取得されることになる。だが例外的な

生産力をもった個別資木によるこのような特別剰余価値の取得は一時的・経過

的なものでしかありえない。なぜなら同種商品を生産する他の諸資本もまた競

争l司会制されて生産諸条件の改善にのりだすからであり，かくて生産）Jの増大

が一般化すれば，この商品の社会的価値目休が低下して，これと個別的価値と

の差額が消滅するからである。このような特別剰余価値の生成と消滅の過程に

媒介されて生産力が全社会的lこ増大し，これが労働者の生活手段生産部門をも

とらえた時はじめて，労働力の価値が低下し，かの一般的剰余価値率の増大が

もたらされるのである。

ところで特別剰余価値に関する議論が陥りやすい無用な混乱を避け，その正

しい把梶をなしとげるために， ζ こで二つの問題を解決しておかねばならない。

その一つは，労働日および労働の強度が一定だという与えられた条件のもと
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では，個別資本がいかに生産力を高めてもその生産過程で生産されうる価値は

不変であり；）他方労働力の価値も不変であザに，しかもこの資本が一般的剰

余価値率を乙えるある特別剰余価値を得るのはいかにしてか，という問題であ

る。

この問題を明らかにするためには，第一O章の理論展開の基礎となっている

商品の価値規定をまずふりかえっておかねばならない。商品の価値は現実に

乙の商品に対象化されている労働時間一それはこの商品がいかなる生産諸条件

のもとで生産されるかによってさまざまに異なるーによってではなしその

生産に社会的に必要な，すなわち「現在の社会的諸条件のもとで必要なJ労働

時間によって規定されるO この社会的価値が現実にどのようにして決まるかは

さしあたり乙乙での問題ではない。乙こでは商品の価値がその個別的価値によ

ってではなく社会的価値によって規定されることを確認しておくだけでよい。

ところで例外的に高い生産力をもっ資本が他の諸資本と区別されるのは，そ

れが同一時間内に生産しうる使用価値分量の多さだけである。だがまさに乙の

ことによってこの資本は，同一時間内には同一価値をしか生産しえないにもか

かわらず，これを増大した使用価値量に配分する乙とを通じて，一個あたり商

品の個別的価値を社会的価値以下に引き下げるのである。そこでもしこの商品

が個別的価値で売られるとすれば，乙の資本は，一個あたり商品価値で失った

ものを増大した商品個数で補うだけであって，結局は自分が生産した価値を実

現するにすぎないであろう。だがすでにのべたようにこの商品は社会的価値で

売られるので，商品総量についてみれば，との資本は同一時間内lとより多量の

価値を実現する乙とになる。特別剰余価値はこの超過分にほかならない。

ところで個別資本の生産力の増大が同種商品の分量を増大させるという事情

になお注目すれば，この議論はいま一歩展開されねばならない。というのはこの

ような商品供給量の増大にもかかわらず，乙の商品に対する需要が不変だとす

れば，自己の全商品を販売しうるためには乙の資本家はそれを社会的価値のま

まで売るわけにはいかないからであるO 彼はそれを一個につき社会的価値以下

で，だが個別的価値以上で販売するであろう。乙の場合もなお彼はある特別剰

余価値を一一ーこの商品が社会的価値のままで売られる場合よりも減少するとは
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いえ一一一実到することができる。だがこのことは，市要一定という前提に立つ

｜現り，他方で自余の諸資本がその商品の一部を販売できず，したがってその剰

余価値の一部を実現できない乙とを意味している。したがって例外的生産力を

もっ資本によって取得される特別剰余価値は，これら円余の諸資本のもとで生

産された剰余価値の一部が，それらによって実現されることなしに，当該mj品
市J,Bにおける販亮および流通過程をつうじて，この資本に移転されたものとみ

なすことができる。例外的生産力をもっ資本は，かくて，それが取得する特別

剰余価値となるべき新たな価値をその生産過程で自ら生産することなしに，

流通過程をつうじて実現することができるのである。

特別刺余11Lii値について検討しておくべき第二の問題に進もう。われわれはこ

れまで個別資本の生産力増大による特別剥余価値の生産を，生産力の社会的増

大による相対的剰余価値の生産を媒介する個別的契機として，これら両者を明

確に区別して論じてきた。ところで前者はまたそれ自身が相対的剰余価値の生

産のー特殊形態として現われるのである。それはいカ〉にしてであろうか。

すでにみたように例外的生産力をもっ個別資本は同一時間内には同ーの川値

しか生産しないにもかかわらず，しかもより大なる価値を実現する。だがこの

ことは，この資本のもとでの労働が「強められた労働として作用す引）ことを

意味する。すなわちこの労働は，現実！こは強度が不変であるにもかかわらず，

強度のより大なる労働として現われるということである。そこでこの場J台，必

要労働時間，つまり労働力の価値を再生産するに必要な労働日部分の長さは，

いかなる影響を受けるであろうか。労働力の価値の大いさはすでにのべたよう

にこの資本のもとでも不変であるから，必要労働時聞は，これを強度の社会的

標準度ではかる限り他の諸資本の場令と同一である。だがこの資本にとっての

必要労働時間は，この資本が実現したより大なる価値生産物の一部を構成する

のであるから，それは，強められたものとして作用するこの労働の，出準より

高い強度ではかられ，したがって他の諸資本の場ノ台よりも短縮されることにな

る。その結果としてこの資本は同一労働日中のより大なる部分を剰余労働とし

て取得することになる。この個別資本はかくて，資本が相対的剥余価値の生産

として社会的・一般的に行うことを個別的に行うのである。
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(1) 剰余価値の生産が「剰余価値の運動Jとして考察されるとともに，こ乙で対象とな
る資本の性格にも変化が生じている。第三・四編では，資本は何よりも社会的総資本

として，つまり， 「特殊的現実的な諸資本」から区別された「資本一般」として現わ

れた。だが第五編では社会的総資本とともにかの特殊的現実的な個別資本も登場す

る。とはいえ誤解されてはならないことであるが，ここでは個別資本は，第三巻にお

けるように諸個別資本相互の関係としてではなしただ社会的総資本との対比におい

てだけ現われるのである。つまり当面する剰余価値の生産に即していえば，乙こで考

察される個別資本の行為は，資本の「平均見本」たる社会的平均的資本一一これは標

準的生産力・標準労働日・標準強度という標準的な搾取条件をもっているーーとの対

比において，いわば標準からの背離として考察されるのである。

(2) Das Kapital, Bd., I, S.332. 

(3）本節（→における第一の法則を参照せよ。

(4) 第ーにもしこの資本が労働者の生活手段生産部門に属するとすれば，乙乙での生産

力の増大は何ほどかの割合で労働力価値の低下をもたらすであろう。だがここではあ

らゆる産業部門の資本をして生産力増大に向わせる動機としての特別剰余価値を考察

しているのであるから，乙の資本はさしあたり労働者の生活手段生産部門には関係が

なししたがってそこの生産力のいかなる変動も労働力価値の変動をもたらさないと

想定することができる。第二に，労働強度が一定だという与えられた条件は，生産力

がいかに変動しても労働者の支出労働量は不変であることを意味しており，したがっ

て労働力の消耗度の変化による価値変動もありえない。もちろん現実には生産力の増

大をもたらす技術的改良は，資本制的生産のもとでは，同時に労働日の延長およびと

くに労働強度の増大をともなう傾向があり，この場合には当然労働力の価値の増大が

問題になってくるであろう。だがこの事情は，過程を純粋に考察しているここでは捨

象することができる。

なお白杉庄一郎教授は，新しい生産技術を導入した資本のもとでは，労働は複雑労

働化して同一時間内により大なる価値を生産すると理解され，このように労働が質的

に高まったにもかかわらず労働力に対して従来と同じ価値しか支払われないところに

特別剰余価値の実体的基礎の一つがあるとされる（『独占理論の研究』 P.125,161-

2, 166-7 etc.）。この議論においては，生産力の増大と強度の増大という剰余価値

生産の二方法が混同されている乙とは明らlかである。

(5) Das Kapital, Bd., I. S.219.なおこの「現在の社会的諸条件」はくわしくは， 「現

存の社会的・標準的な生産諸条件と労働の熟練および強度の社会的な標準度」（S .43) 

を指している。

(6) マルクスが第一O章において特別剰余価値をとりあつかう際に，ここでは「すでに
得られた成果だけを基礎として」考察すると限定しているのはこの意味であろう。こ

の社会的価値の概念は商品の需給関係の変動という要因を導入することによって市場

価値として具体化される。 『資本論J第三巻第一O章lという， 「需要供給は価値の市
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場価値への転形を内蔵する」（Ibid.,Bd., ill, S .221.）。

(7) この需要要因の変動はさしあたりここでの問題ではない。それは市場価値論におけ

る課題となる。

(8) マルクスは第三巻第一O孝において社会的価値規定を市場価値としての規定lこまで
具休化した段階で，ふたたび特別剰余価値の問題にたちかえっているが，そこでつぎ

のように述べている。 「市場f而依以下の個別的価値をもっ商品は特別剰余価値または

超過利潤を実現するが，市場何値以上の個別的価値をもっ商品の方は，それに合まれ

る剰余価値の一部分を実現することができない」（Ibid.,SS.203-4 .傍点引用者〕。

なお宮塚良三教授は新たな生産方法を用いる個別資本における「正（プラス〕の特

別剰余伍値」の成立ば，！日来の生産方法を用いる諸個別資本における「負（マイナ

ス）の特別剰余価値Jの成立をともなう， として両者の相互関係を追求されている

（「特別剰余価値に関する覚え書き」，『商学論集』第24巻第1号のちに『恐慌論研究』

に所収〉。ところでここでは位上しばしば誤解されているように， これら正負の特別

剰余仙値の機械的配置が問題なのではなく，むしろ教授の論文においても強調されて

いるところの，新しい生産方法の普及過程に対応した商品の社会的価値自体の低下の

メカニズムを産業f盾環過程に即して動態的に解明することであろう。

(9) マノレクスは例外的生産力をもっ資本が特別剰余価値を取得することについて，この

資本ば「特別剰余価値を生産する（produzier巴口）」とばいわず，注意深く， この資

本は「特別剰余価値を実現する（realisieren）」という表現を用いている。ちなみに

現行版ではなお「特別剰余価値を搾りだすかchlagt〕」 (Ibid.,Bd., I. S. 333.とい

う不明瞭な表現がみられるが， これもフランス語版では「実現する（r白lisera〕」

Le Capital, t.2.p.11)と改められている。

(10) 「この場合でさえも，剰余価値の生産の増大は，必要労働時間の短縮，および，こ

れに照応する剰余労働の延長から生ずる」(Ibid.,S.333）。

任1) 「例処的な生産力をもっ労働は，強められた労働として作用するーーすなわち， i司

じ時間内に同種の社会的な平均労働よりも大きい価値を創造する」 (Ibid.〕。ところで

この「強められた労働として作用する（wirktals）」］という表現は，ともれば現実に

も強度の大なる労働になる，という意味に誤解される危険をもっているが，ここはフ

ランス語版では、comptcomme～、となっており，「強められた労働として評価され

る」というほどの意味であることに注意されたい。なお従来その理解をめぐって諸説

がわかれてきた後半の文章における「創造するかchafft）」という表現については本

文の展開から明らかなように喝例外的な生産力をもっ資本は，同一時間内には同一価

値しか生産できないにもかかわらず，商品の販売および流通過程をとおしてより大な

る価値を実現するという意味で用いられていると王理解すべきであろう。

(12) これを図示すればつぎのようになる。

・この資本は価値量ABCDしか生産しないにもかかわらず，価値量AEF Dを実現

する。
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強
度

労f力日（一定）

V 何Z

定

B1 I IC 
E：＿－司自ーーーー・ーーーーーーーー司『回目ー・ーーーー司ー－ー－ー＿JF 
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D 

・したがってこの資本のも

とでの労働は，じっさい

の強度ABよりも大なる

強度AEをもつものとし

て現われる。 （なお点様

で示したのは，現実に強

度が増大する場合と区別

するためである。）

なお白杉庄一郎教授は，さきにも言及したように， 「技術革新によって例外的な生、

産力をもつに王らしめられた労働は，一穫の複雑労働として，同一時間内lとより多く

の簡単労働をなし，より多くの価値をつくる」（前掲書， p.↑26）と述べられる。つま

り教授にあ「ては，例外的な生産力をもっ労働は「強められた労働として作用するJ

だけでなく，現実にも強められた労働に，すなわち強度のより大なる労働になる，と

理解されているのであって，図における点線の部分を実線として考えられているので

ある。だがこれは生産力の増大と強度の増大との混同であるといわねばならない。

日 これを図示すればつぎのようになろう。

労仙 iI （一定）

強
度
（
一
定

②一一ー－m

D 

①この資本にとっての必要

労働時間は一一強度AE 

ではかられるのでー－A

GからAI に短縮される

（ただし点Iは仙値量A

BHGニ価値孟AEKI 

の時点で求められる。）

②その結果剰余労働時間は

G Dから ID lこ延長され

る。

（同労働力の価値からの価格の背離

来j余価値生産の一方－法としての労働の生産力の増大は労働力の価値低下をも

たらす，というのが本節の結論である。だがマルクスもいうように「諸事情が

この法t1IJの作用を許すばあいにも， もろもろの中間運動が生じうる」。という

のは，たとえ生産力j：首大の結果労働力の価値が低下しでも，その貨幣表現たる

労働力の価格は，労働市JJ;}における労働力商品の需給関係によっては一一この

関係を規il1ける法則そのものはここでは展開されえない一一この新しい価値限
(2) 

界！こまでは低下しないことがありうるからである。ここではこの中間運動のも
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つ忌、義について少し検討しておこう。

労働力の価値は労働者の再生産に必要な一定分量の生活手段の価値によって

規定された。生産力の増大によって低下するのはこの生活手段の価値であって

その分量ではない。だから労働力の価値が低下しでも，その価格が価値どおり

に支払われるならば，労働者が収得する生活手段の分量は不変である。だがさ

らに労働）Jの価絡が，低下したその価値限界にまでは低下しないという上述の

F ような場合lこは，この価格は，ある増加した分量の生活手段を代表する。した

がって性産力が増大する場合lこは，労働力の価格は，労働者が処分しうる生活

手段分量のたえざる増大を伴いつつ，低下することができるのである。とは

いえこの場合も，労働力の価格の低下は剥余価値のたえざる増大をもたらす

ととによって，労働者と資本家の生活状態のひらきを拡大することはいうまで

もない。

労働力の価値からの価格の背離について，当面する論理段階で述べうること

はこれだけである。だが先廻りしていえば， このような，低下した労働jJの

価値にまで価格が低下しないという，資本にとっていわば不利な事態に対して

は，資本は現実lとは資本蓄積の機構をもってこれに対応する。すなわち資本は

その現実的運動様式たる蓄積過程において，相対的な，つまりそのr[ci位の靖殖

欲にとって過刺な労働者人口を創同し，これを，労働の需給法則がその上で引

用すると ζ ろの「背景」となすことによって，この法則そのものを支配するの

であり， ζの乙とをつうじて労賃，変動を蓄積の限界内におしとどめるのであ

る。かくて資本制的生産の本質過程における労働力の価値低下の法則は，現実

過程では資本蓄積のもとでの労賃の伺下傾向として実現されることになる。だ

が，低下した労働ノJの価値にまで，あるいはさらにこの価値以下にまで労賃を

引き下げることを可能にする資本蓄積の機構そのものの解明はわれわれのつぎ

の訊1題である。

(1) Das Kapital, Bd., I", S.547. 

(2) これは『資本論J第一巻第七編「資本の蓄積過程」において展開される。マルクス

が第一式章で，労働力の価格がじっさいにどの程度 F落するかは， 「資本の圧迫が一

方の側から・労働者の反抗が他方の側から・天秤皿［こなげいれる相対的重量よって定

まる」と述べて抽象的に表現しているものの内容は，じつはこの労働の需給関係にほか
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ならない。

(3) Le Capital, t.2. p.195.を参照されたい。傍点をつけた部分は現行版では「価値」

となっているが，乙こでは価値からの価格の背離を論じているので，フランス語版の

方が厳密である。

(4) マルクスは第七編でつぎのように述べている。 「相対的過剰人口は，そのうえで労

働の需要供給の法則が運動する背景である。それはこの法則の作用範囲を，資本の搾

取欲および支配欲に絶対的に適合する限界内におしこめる」 Cs.673.）。

(5) 乙の過程を図示すればつぎのようになろう。

新価値←一一労伯力の旧価値

tヤiim 

①労的力の価格

それ以下にまで引き下げることを可能にする。

①労働力の新価値にまでその価格

が低下しない場合。

②資本蓄積の機構はこの価格，つ

まり労賃を，低下した労働力の

新価値にまで，あるいはさらに

第三節 労働日の延長と労働力の価値増大

←） 労働日の変動によって剰余価値と労働力の価値とが規制される三つの法則

ここでもまず労働の生産力と強度が一定で労働日だけが変動する場合に，労

働力の価値と剰余価値とが規制される三つの法則について考察しよう。ところ

でこの法則については現行『資本論』にはないが，フランス語版では明確に定

式化されているので，これに依拠しながら検討しよう。

第ーに労働日の変動はー労働日が生産する価値生産物の大いさにいかなる影

響を及ぼすであろうか。労働者がー労働日中に新たに生産しうる価値生産物の

大いさは，その期間中に労働者が支出する労働量によって規制される。そし

てこの支出労働量は，一時間あたりの支出労働量，つまり労働の強度に乗ずる

に，一日の労働の継続時間，つまり労働日なる式で与えられる。そこで労働の

強度が一定という与えられた条件のもとでは，この支出労働量，したがってま

た価値生産物の大いさは，労働日の変動に正比例して変動し，したがって第二

節の場合のように不変ではなく，可変である。

第二は，この可変の大いさをもっ価値生産物の二構成要素たる労働力の価値

と剰余価値とが，労働日の変動によってし1かなる作用を受けるかという問題で
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ある。労働の生産力が一定という与えられた条件のもとでは．労働者の再生産

に必要な生活手段の価値は不変であり， したがって労働刀の価値ば不変であ

る。そこで労働日の変動はさしあたっては刺余労働の変動として，つまり剰余

価値の変動として現われる。もちろん現実には過程はこれだけにはとどまらな

いのであって，刺余価値のこのような変動は不可避的に労働力の価値にはねか

えってくるのであるが，さしあたってはこの反作用の過程を捨象することがで

きる。そ乙で第二の法則はこうである，労働力の価値と剰余価値との大いさの

すべての変動は，第二節の場合のように労働）Jの価値ではなくて，剰余価値の

絶対的大いさの変動から生じる。

第三は，労働日の変動が労働力の価値および剰余価値を変動させるにあたっ

てこれら三者がとる一定の因果系列についてであるが，ここでは当然ながらと

で捨家した事情が問題になってくる。労働！刊の変動はたんに剰余価値の変動を

もたらすだけにとどまらない。なぜならば労働者の支出労働量の変動は労働方

の泊耗度を変動させずにほおかず，したがってこれを償って労働力を再生産す

るために必要な生活手段の分量を変動させる乙とによって，労働力の価値を変

動させるからである。因果系列はすでに明らかである。すなわち第三の法則は

ここでは，労働日の変動がまず剰余価値を変動させ，その結果として労働力の

価値が変動するのであって，けっしてその逆に労働力の価値が剰余価値の変動

の原因になるわけではないということである。

Ill Le Capital, t. 2,p.197. 

(2）第ーの法則はフランス語版ではつぎのように喜かれている（以下同様）。「第ーに。

労働出むその継続時聞に正比例して，より大なるかまたはより小なる価値に自らを

体化し，したがってこの価値は可変であって不変ではない」 (Ibid.〕。

(3) 「第二に。剰余価値と労働力の価値との大いさの割合におけるすべての変動は，刻

余労働の，したがって剰余価値の絶対的大いきにおける変動から生じる」（Ibid.）。

(4) 「第三に。労働力の絶対的価値は，剰余労働の延長がこの力の消耗度に与える反作

用によってのみ変動しうる。この絶対的価値におけるすべての変動は，かくして，剰

余価値の大いさにおける変動の結果であって，決して原因ではない」(Ibid.傍点引用

者）。ここでは労働日の延長が労働力の消耗度の増大をつうじて労働力の何値に反作用

を与え，これを絶対的lζ変動させる過程が明確に定式化されていることlと注意しなけ

ればならない。というのは従来わが国においては，労働日延長による労働力価値の哨

大を否定する説が通説となっているからである。だがこれについては後述しよう。
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に） 労働日の延長と労働力の価値増大

剰余価値生産の一方法としての労働日の延長は，労働力の価値にいかなる影

響を及ぼすであろうか。だがこれは以上の三つの法則からただちに明らかで

ある。すなわち労働日の延長による支出労働量の増大は労働力の消耗度を増大

させ，したがってこれを償って労働力を再生産するために必要な生活手段の分

量そのものを増大さ号1f乙とによって労働力の価値を増大させもこれを図示
すればつぎのようになる。

V 

労的力の

旧価等 J笠→ぢ価値

i I m 
強／I
度／ I 
f『、l

一－，－，...、 E
疋＼ I 、、，，，、． I

J
 

｛①労働日延長の結果剰余価値が増大する。
②その結果反作用として労働力の価値が増大する。

ここで生じ得る疑問に答えておかねばならない。というのは労働日延長によ

る剰余価値の生産については，マノレクスはすでに第三編「絶対的剰余価値の生

産」のとくに第八章「労働日」において考察しているが，周知のようにそこで

は労働力の価値，したがってまた労働日のうちこの等価を再生産するところの

必要労働時間は，あくまで不変として理論が展開されていたからである。この

ことと第五編第一五章に依拠した上述の展開との相違はいかに理解すべきであ

ろうか。

結論的にいえばこれは両者の論理次元の相違に帰着する。つまり第八章にお

いては，労働者の必要生活手段の分量が一定であり，しかも労働の生産力が一

定であれば，労働力の価値したがって必要労働時間は一定であるという前提の

もとで，いかlこすれば剰余価値が生産されうるかということ自体を理論的に解

明することが課題であった。そこでは労働日延長が労働方価値にはねかえって

くる反作用の過程はこの課題をとえるものとして捨象されたのである。このよ

うな方法によってのみ，必要労働時間をこえての労働日の絶対的延長による剰

余価値の生産という，絶対的刺余価値生産の意義が純粋に，いわばむきだしの

形で把握されえたのである。だが第一五章では分析はとの段階をこえてより具
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体化され，かの反作用の過程が導入されてくる。すなわち労働日の延長が必然

的に労働力の消耗度の増大をともなう限りでは，最初に一定と前提された労働

者の必要生活手段の分量そのものが増大するのであり，したがって労働力の価

値が増大するのである。

(1) この一事情についてマルクスはすでに第二編第三節において労働力の価値に入りこむ

必要生活子段の分量を規定する際lと言及している。 「労働力の実証たる労働によって

は，人間の筋肉・神経・脳髄などの一定分量が支出されるのであ「て，これはふたたび虞

捕されねばならない。この支出の増加は収入の増加を条件とするJ(Das KBpital, 

Bd., I, S.178.傍点引用者）。

(2) 労働日延長の結果としての労働力の価値増大については，マルクスは［寸で述べた第

三の法則の他にもつぎのような形で述べている。すなわち，労働日延長の結果価値牛

産物が増大するから「労働力の価格と剰余仙値とは……同時に増大しうる」。しかし

かくて労働力の価格は騰貴しでも， iその価値以 ftこ｜主務しうる」 (Ibid.,S.551.）。こ

のことは労働El延長とともに労働力の価値が増大すること，それにもかかわらず価格

の増大がこれに追いつけないことを意味している。ところでこの文章はフランス語版

でほより直接的に労働力の価値の増大に係わる問題として吾きかえられている。すな

わち労働日延長の結果価値生産物が増大するからJこの増大する額の両部分一一剰余
価値と労働力の等価 (1’equival巴ntde la fore巴 detravail）一一ーは， ……同時に

増大しうる」〔LeCapital, tム p.198.傍点、引用者）。この変更は同様に労働強度の増

大の場合にもなされている（Ibid.,p.196.）。

なおこの「同時的増大」という考え方はマルクスが剰余価値論におけるリカードの

限界を克服したことを示す豆要な指標のーっと恩われるので注意を促しておきたい。

すでに言及したように，リカードは労賃と利潤との関係、において，一方が増大しうる

ためには他方が減少しなければならないという相反関係だけをみていた。これに対し

てマルクスは最初はリカードの定式を基本的に受けいれて，この相反関係による，つ

まり生産力の変動による相対的剰余価値の生産を中心にして剰余価値を構築していた

のであるが，のちに「剰余価値学説史』の研究過程で，労働日が延長され，あるいは

労働が強化される場合にはこの限りではないこと，つまり労働力の価値が減少しなく

ても，むしろ増大しでも剰余価値は増大しうる，両者の同時的増大は可能であること

を発見して，労働日延長や労働の強化が剰余価値の生産に果す重要な役割を強調して

ゆく乙とになるのである。なおこのような剰余価値論の展開過程をも合むマルクス労

賃王里論の学説史的検討については，別稿を準備している。

(3) 同じ第八三Z「労働日」においても，このような理論的制約を離れて，労働日延長の

意義をより具体的・歴史的に考察している第二節目、下では， '7；レタスはこの反作用の結

果としての労働力価値の増大傾向に注意を促している。たとえば第五ifpでマルクス

は，資本制的生産は労働日の延長によって，「労働力の.iE常な精神的および肉体的な
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発展＝ならびに活動諸条件を奪うような，人間労働力の萎縮」および「労働力そのも

のの余りに早い疲弊と死滅」を生ぜしめることを強調したあとでつぎのように述べて

いる。 「労働日の反自然的な延長一一資本が，その無制限な自己増殖欲において，必

然的に達成しようとするものーーが，個々の労働者の生活期間，したがってまた彼ら

の寿命を短縮するとすれば，消耗した労働力のより急速な填補が必要となり，かくし

て，労働力の再生産にはより大きい消耗費を要することになるのであって，それはあた

かも，ある機械の価値のうち日々再生産されるべき部分はその機械の磨損が速かであ

ればあるほど大きいのと，まったく同じである」（DasKapital, Bd., I, SS. 276-7. 

傍点引用者）。

(4）労働日の延長による労働力の価値増大についてはこれを否定する見解が通説となっ

ているようである。だがじつはそのなかには，労働日延長による剰余価値の生産を絶対

的剰余価値生産の概念規定を行うという視角からのみ考察し，したがって『資本論』

第三編の次元一一ーそこでは労働力の価値一定は議論の前提となっていたーーに止

っているものが多い。われわれが当面している課題は，乙の段階から一歩前進して第五

編第一五章に依りつつ労働日延長が労働力価値に及ぼす影響をより具体的に考察す

ることであった。そこで，乙の次元で問題をとりあげながらなお労働力の価値増大を否

定する見解を検討しなければならないが，この見解の代表者としては金子ノリレオ教授

があげられる（「賃金の本質，一般的運動，形態」 『講座現代賃金論JlI に所収入教

授は『資本論』第一巻第一五章が「労働力の価値または価格＝賃金の一般的運動法則

を与えたもの」としてこれに依拠しながら，つぎのように述べて労働日延長による労

働力の価値増大を原則的に否定される。 「労働日が延長される場合には，その労働日

があらわされる価値生産物が増大する 0.したがって，形式的には，労働力の価値＝賃

金と剰余価値＝利潤とが同時に増大することがありうる。しかし，じつは，資本によ

る労働日の延長は，けっしてそれ自体は労働力の価値を増大させるものではなく，労

働力の価値は，あくまで不変のままにおかれる」（p.56）。その原因のーっとして教授は

「少なくとも資本による剰余価値率の増大方法との関連において，労働力価値の運動

を考察するにあたっては，ほんらい労働力の維持に必要な生活手段の量は一定として

あっかわれなくてはならない」からだとされる。一見して明らかなように，この議論

は形式的には第五編第一五章に依拠しながら，しかも内容的には第三編とまったく同

じ論理次元にとどまって行われているのであり，教授にあっては第五編における問題

視角の具体化についての洞察が欠如しているといわねばならない。

(5）抽象から具体へのこのような上向法的展開によってはじめて，つぎには，労働日の

延長の結果として労働力の価値が増大するが，しかもなおそれが剰余価値生産として

実現されるのはいかにしてか， というように課題を進展させることができるのであ

る。そこでこの過程を現実に媒介するものとしての労賃形態の意義が明確にうかびあ

がってくるのであるが，このことについては後述しよう。
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同標準からの背離としての労働日の延長と「特別J剰余価値の生産

剰余価値生産の一方法として労働日が延長されるにあたってその現実的契機

となるものは，生産力増大の場合と同様に，｛目別資本による社会的・標準的労

働口をこえる労働日の延長である。

資本による剰余価値生産の三方法との関連で労働）Jの何倍変動の法則を芳察

する本稿では，資本制的生産様式が確立されてそれが一般的な生産様式となっ

ていることがすでに前提されていた。乙のζとは労働の生産力の一定の発展と

ともに，労働日および労働の強度についてもその社会的な標準度がーーその高

さはどうであれーーすでに形成されていることを含んでいる。ところで個々

の資本にと「ては，この標準労働日じたいは一般的な搾取条件として前提され

た与件であるにすぎず，これをこえてはじめて彼の剰余価値を増大することが

できる。それはつぎのようにしてである。

思：準労働日をこえて労働日を延長した個別資本のもとでは，労働者はー労働

日中に社会的標準以上，の価値生産物を生産することができる。だがこれと同時

にこの労働者は標準労働日しか働かない他の労働者にくらべて労働jJをより加

速的に消耗し，したがって彼の労働力の価値は労働力の社会的価値よりも増大

する。そとで労働H延長の程度とくらべてこの労働力の価値増大の程度がより

小さいか，同じか，またはより大きいかに照応して，＊u余価値率は増大する

か，不変であるか，または低下するであろう。しかしどの場合にも刺余価値の

分量は増大するであろう。したがってこの個別資木は社会的標準的な剰余価値

量一一これは一般的剰余価倍率のもとで得られる剰余価値の量であって，イ也の

諸条件が一定とされていると ζでは標準労働日によって規制される一一ーをこえ

るある「特別J剰余価値を取得することができる。個別資木をして労働日延長に

駆りたてる現実的な推進動機は乙の「特別J剰余価値の取得にほかならない。

だが乙の「特耳IJj刺余価値は，イ固別資本による摂準からの背商品ことしての労働

円延長が競争の強制法則に媒介されて他の諸資木に波及し，標準労働日じたい

が延長されるとともに，消滅する。ではこの場合一般的剰余価値率はいかに変

動するであろうか。＊京準労働日の延長とともにー労働日がうみだす価値生産物

も一般的に増大する。そとでもし乙のような労働日延長にもかかわらず労働力
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の価値が不変だとすれば，剰余価値率は一般的に増大するであろう。だが標準

労働日の延長は，ここでも，労働力の加速的消耗による労働者の必要生活手段

分量の増大をつうじて，労働力価値の一般的増大をもたらすであろう。したが

って一般的剰余価値率が増大するか否かは，やはり，標準労働日の延長とそれ

によってもたらされる労働力価値の一般的増大の比率如何に依存することにな

る。この点は，さきにみた生産力増大の場合と明確に区別される。というのは

そこでは，諸個別資本の生産力増大競争による特別剰余価値の生成と消滅の過

程に媒介されて生産力が全社会的に増大するとともに，一般的剰余価値率は確

実に増大したからである。

だが両者の相違はとれだけに止まらない。生産力増大の場合には，それが労

働力価値の低下をつうじて剰余価値を現実に増大させるためには，それは個別

的にではなく社会的に生じなければならなかった。しかし労働日延長および後

述する労働の強度の増大の場合には，このような社会的過程の媒介を経ずとも，

個々の資本家がその使用する労働者の労働日または強度をその社会的標準度を

こえて延長または増大させることによって，つまり彼の支出労働量を増大させ

る乙とによって，ただちに価値生産物を，したがってまた剰余価値を増大させ

る乙とができるのである。標準労働日じたいの延長よりもむしろ標準からの背

離としての労働日延長乙そが，剰余価値生産の一方法としての意味をもつもの

であることはこのことからも明らかであろう。

(1) 一般に個々の資本にとっては標準労働日中の剰余労働は存在せず，ただこれをこえ

る「限外時間」についてのみその存在が認識されることについて，マルクスは第一八

章「時間賃金」でつぎのように述べている。「剰余労働時間という範鴎は総じて彼にと

っては存在しない。けだしそれは，彼が日賃金において支払うものと信じている標準労

働自のうちに含まれているからである。ところが，限外時間，すなわち普通の労働価

格に相応する制限をこえた労働日の延長は，彼にとっても実存する」（DasKapital, 

Bd., I, S. 576.）。

(2）労働日延長にともなって生じる剰余価値率の変動がこのようにさまざまでありうる

ことについて，マルクスはさきに引用した文中でつぎのような表現を用いて言及して

いる。 「日々生産される価値総額は日々の労働時間とともに増大するのであるから，

この増大する額の両部分一一剰余価値と労働力の等価一ーは，労働がより強度になる

場合と同様に，その分量が等しいか等しくないかは別として，同時に増大しうる」
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(Le Capital, t.2, p.198.傍点iJJ用者） o

(3) 労働力の｛山信と、おりの支払を前挺すれば，その延長が一一労働力の何債増大をfrJ/dト

にして一一剰余価値分量の絶対的減少をもたらすほどに労働日が延長されることは，

資本の本性からしでありえない。それにもかかわらず労働日延長の志向が無制限であ

りうるとすれば，それは，資本がこのような労働力の伺値増大に対して，乙れを償わ

ないですむような価格の支払形態で対応できる限りにおいてである。これについては

凶で触れよう。

(4) 標準をこえて労働白を延長した個別資本が一般的剰余価値率をこえて取得する剰余

価値は，一般的刺余価値率からの背離としては特別の剰余何値であるが，後述する理

由lとよって！Jji'主力増大の場合の特別剰余価仰とは明確に区別されるので括弧で限定し

た。なおマルクスは，このような，標準をこえを労働日延長や労働強化によって資本

が取得する-mi余価佑について，どとにおいてもこれを特別剰余価値と規定してはいな

い。だが『資本論』第三巻第一O主主において彼が，個別資本家がその「使用労働者の

搾取についてもつ特殊的（bcsondr巴〉関心」として「例外的な生産性」および「平

均以下への賃金引下げjとならべて「例外的な過度労働」あげ，その結果得られる利

潤を「特別利得，すなわち，平均平lj潤をこえる或る利潤（巴inExtraschnitt, ein 

首berden Durchschnittsprofit乱bergreifenderProfit〕」としてー抗している点

は注目されてよいと思われる（DasKdpital, Bd., IB, SS. 223 4.傍点引用者）。

(5) 田r:!J菊次教授の「剰余価値の理論一ーその形態的構造一一」（東北大学『経済学』第

24号所以〉が参照されるべきである。教授はそこで「剰余柿値の詩形態」を「その迩

劫において，一般的剰余悩値率の増大の運動形態として機能的lと把握する」ととの必

要性を強調されており，労働円の延長による絶対的剰余何値の生産についてもこれを

媒介する現i実的到機としての「個別資本の内的本位jから説かれるらだが教授にあヮ

ても，生産力の増大による一般的剰余仙値率の増大についてほ，これを，例外的な免

l主力（または強度〉をもっ｛回目I]資本が取得する特別剰余何値に基いて展開されなが

ら，労働日延反の場合だけはこの媒介過程があまり明確に展開されていないのはいか

なる珂由によるものであろうか。

16) たしかに例外的ピ生産力を高めた仙｜別資本は，この社会的結果をまつことなしに特

日lj加l余価値そ得ることによって彼の個別的剰余価値率を高めることができた。だがこ

の特別，WJ余何値は，彼が使用する労働者の労働）Jの怖値の低下によるものでもなく，

また彼の生産過程で現実により多くの{i[lJ値が創造された結呆によるものでもない。そ

れは他の諸資本のもとで生産された価値が社会的過程を径てこの資本のもとに移転さ

れたにすぎない。したがってこれを，標準をとえる労働日延長や労働強化による個別

的剰余価値率の増大と同ー視することはできない。

17) この点の市要性は，労働H延長による刺余何値生産をより現実的・歴史的視点から

みるときただちに明らかである。すなわち資本制的生産様式の歴史的発展過程におい

ては，標準労働日じたいはこれをめぐる労資の階級斗争をつうじてしだいに短縮され
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る傾向にあるが，それにもかかわらずこの標準からの背離としての労働日の延長は，

剰余価値生産の一方法としての意義をいささかも減ずることなく現存するのである。

マルクスはイギリスの工場検査官の報告一一それは法定労働日に対する工場主たちの

違反の事例に満ちているーーによって，標準労働日をこえてたえず労働日を延長しよ

うとする資本の衝動を強調しているが，その報告の一つはつぎのようにいっている。

「法定労働時間をこえる過度労働によって得られる特別利潤は，多くの工場主たちに

とっては，しりぞけうるには余りにも大きい誘惑と思われる」 (Ibid.,I, S. 251.傍点

引用者）。

なお，標準労働日じたいの延長による一般的剰余価値率の増大という問題は，むし

ろ剰余価値率の国際比較の際に重要な意義をもってくるであろう。

（四） 労働力の価値からの価格の背離

剰余価値生産の一方法としての労働日の延長は，かくて，これにしたがう個

々の労働者の労働力の価値を増大させる。だが労働力の価値の貨幣表現たる労

働力の価格は一一それは労働力商品とその外部にある貨幣との交換関係として

現象し，したがって労働力の価値とは相対的に独自な規定を受けるために一一

乙の価値変動から背離して変動しうる。それはマルクスもいうように「名目的に

は不変であるか，またはむしろ騰貴しでも，その価値以下に下落しうる」のであ

る。乙れは労働日延長による労働力の価値増大に対して，労働力の価格がまっ

たくあるいはこの増大に比例しては，増大しない場合を意味している。

だがこのような労働力の価値以下での価格の支払は，現実にはいかにして可

能であろうか。労働日延長の結果として労働力の価値が増大することじたい

は，資本の意志からはなれた，したがって彼が勝手に変更する ζとのできない事

柄である。そこでもし彼がこの増大した価値どおりに価格を支払わねばならな

いとしたら，この価値増大の程度如何によっては，剰余価値の率だけでなくそ

の分量さえも減少することになりかねないであろう。こうしたいわば資本にと

って不利な事態に対して資本が現実にとる対応形態こそがほかならぬ労賃の支

払形態である。資本はこれによって労働力の価値以下での労賃の支払を可能に

する機構を獲得するのであるが，労働力の価格のその価値からの背離というこ

こでの想定は，この現実過程を先取りして，いわば無媒介的に述べたものにほか

ならない。だがこの労賃形態の機構そのものの解明は残された課題である。
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11 l このように個々の労働力とその価値が，標準からの背離としてとりあっかわれるの

は，すでに第三節同の註(1)で言及したような，資本のとりあっかいにおける具体化と

対応している。この点に関連して注意しなければならないのは，マルクスが第四編第

一三章第三節の（a）「資本による追加労働力の取得。婦人工および児童労働」において

与えたいわゆる労働力の価値分割の規定である0 1lえはそこで機械制大工業の確）／＿とそ

れが労働者に及ぼす直接的影響という新たな照射のもとで，第二編における労働力の

価値規定にたいする反省的規定を行っている。すなわち第二編で考察したところに

よれば「労働力の価値は，労働者とその家族の維持費によって規定された」のである

が，機械制大工業は「家族を（労働〕市湯IC投じ，かくして一人の（労働）力の価値

をいく人かの（労働〕力に分割するCdistri buer）乙とによって，その価値を減少させる

(deprecier)J (Le Capital, t. 2, p.79）。第五編ではこの分割の結果あらわれる具体

的な個々の労働力が考察される。とはいえもちろん，ここでは，男子・女子・成年・

未成年などの労働力の自然的相違そのものが問題なのではない。どの労働力であれ，

剰余価佑の生産過程IC従事する個々の労働力のすべてに妥当する一般的な規定が考察

されるのである。なおいうまでもないことであるが， ζのことは第二編での労働力の

価値規定が廃棄されることをいささかも意味するものではない。吉村励教授は論文

「労働力の価値の階層的構造JC『現代の賃金理論」および『現代の賃金問題』に所

収）において， 「階層的序列における具体的な労働力の価値においては，すでに社会

的な平均労働力を前提とした抽象的な労働力の桁値規定は崩壊している」といわれ，

また歴史的にも「平均労働力の価値が，成年男子およひ、その家族の生活資料の価値に

よって規定されていたのは，せいぜい，資本市l生産のマニュファクチャ一段階までの
ことにすぎぬ」として「労働力の価値分割による抽象的な労働力の価値の歴史的変容J

（傍点引用者）を主張されている。だがこのような見解は，抽象から具体への上向注

的展開という『資本論」の方法に即して考える時，なお問題が残るものと恩われる。

(2) Das Kapital. Bd., I, S.551 

13) マルクスは第一八景「時間賃金」のなかで，労働日延長の程度とそれによる労働力

の価値増大の程度とを比較してつぎのように述べている。 「労働力の価値は，その機

能時間が増大するにつれて一一ーその消耗が増大するから一一増大し，しかも，その機

能時間の増加よりも急速な比率で増大する」(Ibid.,S. 572.）。だがもちろんここでも

労働力の価値は労働者本人の生存買に限定されて論じられているとみるべきである。

したがってここで捨象されている家族扶養費・育成費の両要因を導入して，労働力f1lli

値をより現実的にとらえるならば，ここで述べられていることがそのまま妥当するわ

けではないことに注窓しなければならない。

(4) このようにマルクスは第一五章において，労働力の価値以下での価終の支払の傾向

を明示し，つづく第六編「労賃Jにおいてその現実の機構を解明することになる。と
ころで他方彼は， 「ばしがき」の註（3）においても言及したように労働力の何倍以下の

労賃の引き下げを『資本論Jにおける資本賃労働関係の一般的分析から拾象してい
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た。このことから「労働力価値以下への労賃の引下げ」という問題の『資本論』にお

けるとりあっかい方に関してつぎのようなことがわかる。すなわちマルクスが一般的

分析の課題をこえるものとして捨象したのは，資本の「汚点」としての，つまり資本に

よる剰余価値生産に媒介されることのない直接的かつ暴力的な引き下げであって，彼

はけっして，乙乙でのような，剰余価値の生産・労賃形態ひいては資本蓄積に規制さ

れる労賃変動などの資本の一般的論理に媒介されて現われてくる労賃の労働力価値以

下への低下傾向までをも捨象したわけではないのである。

なお労働日延長や労働強化による労働力の価値増大を原則的に否定される金子ノリレ

オ教授は，その見解の一つの論証として，もし乙の労働力の価値増大を認めるとすれ

ば，「労働日の延長および労働強度の増大は必らずしも剰余価値率の増大をもたらさな

くなってしまう」乙と，そ乙で労働力の価値増大を主張する人々は労働力の価値どお

りの販売に基いて剰余価値率の増大を把握できなくなり，これをもっぱら労賃の価値

以下支払から説明するという「誤った見解におちいる」ことになると批判されている

（前掲書 p.60-61.)。この主張には， さきにも注意を促した『資本論』第三・四編

と第五編の課題の混同とともに，マルクスが区別してとりあつかった乙の労働力価値

以下の労賃の引下げの二つの側面の混同があるといわねばならない。また教授の主張

の背後にはアノレズーマニャンや宮川実教授などのいわゆる価値以下説を批判するとい

う問題意識があるのであるが，教授はこの批判を急ぐあまり，現実の労賃の低さを労

働力の価値以下支払ではなく労働力の価値じたいの低さからのみ説明されんとするも

ののようである。だが価値以下説の誤りは，労働力商品においては，一般商品とちがっ

てその価格たる労働力の価値以下になるのが必然的法則であり，この間隔は資本蓄積

とともにますます聞いていく，というように，労賃の労働力価値以下への低下傾向を一

面的に絶対化したところにあるのであって，けっして，価値以下説が，労賃形態や資本

蓄積の機構のなかに厳然として存在する労賃の価値以下への低下傾向を指摘したと乙

ろにその誤りがあるわけではない。労賃形態の機構にひそむ労働力価値以下への低

下傾向とその意義は，従来いわゆる価値以下論者においても軽視されてきたことは注

意さるべきである。筆者はむしろ労働日の延長が労働力の加速的消耗をつうじて労働

力の価値の増大をもたらすことを強調すべきだと考えている。そうしてこそ，このよう

に労働力の価値は増大するがじっさいにはこれを償うほど労賃は上昇しない傾向があ

る，という現実の事態に正しく接近することができ，これを媒介する労賃の支払形態

の機構の意義が明確に把握されるであろう。

(5) この過程を図示すればつぎのようになろう。

労切カの ー－予－→ぞ価値 主」円延長

V ！同im I 
①労｛力力の価格

①労働力の価格は増大するが，増

大した新価値にまでは増大しな

い場合。

②労賃の支払形態が乙の過程を現

実に媒介する。
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第四節 労働の強度の増大と労働力の価値増大

←） 労働の強度の変動によって剰余価値と労働力の価値とが規制される三つの
法則

労働の生産力および労働日が一定で労働の強度だけが変動する場合，労働力

の価値と剰余価値とが規制される三つの法則については，マノレクスは現行「資

本論Jでもフランス語版でも言及してはいないが，前二者にならってつぎのよ

うに定式化できる。

第一の法則は労働強度の変動がー労働口中に生産される価値生産物の大いさ

に与える影響lこ関するものである。第三節で述べたように，労働の強度は労働

日の長さとともi乙， 一労働H中の支出労働量を，したがってまた価値生産物の

大いさを規制するー要因をなしている。そこで労働口一定という与えられた条

件のもとでは，一労働日巾に生産される価値生産物の大いさは，労働強度の変

動に正比例して変動し，したがって可変であって不変ではなし」乙れが第一の

法則である。

かくて労働日の変動と労働強度の変動とはともに労働者の支出労働量のーー

かしこでは外延的な，ここでは内包的な一一一変動であり，したがってそれらが

価値生産物に与える影響もまったく同じ結論に達するととがわかった。そこ

で労働力の価値と剰余価値との相対的大いさにおけるすべての変動は剰余価値

の変動から生ずるという第二の法則，およびこのような剰余価値の変動の結果

としてのみ労働力の価値が変動するという第三の法則もまた，労働日変動の場

合と同様に定式化できるのでくりかえしては述べない。

（司労働の強度の増大と労働力の価値増大

京j余価値生産の一方法としての労働の強度の増大が労働力師値に与える影響

はすでに明らかである。すなわち労働の強度の増大による支出労働量の内包的

増大は，労働力の消耗度の増大をもたらし，したがって乙れを償って労働力を

再生産するに必要な生活手段の分量そのものを増大させる ζ とによって労働力

の価値を泊大させる。乙れを図示すればつぎのようになる。
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←一一一①

｛①労働の強度増大の結果剰余価値が増大する。
②その結果反作用として労働JJの価値が増大する。

ところで第二郎で検討した労働の生産力の明大による剰余価値の生産と，こ

こでの強度の増大 および労働日の延長 によるそれとを比べれば，それ

らが労働力の価値の大いさに影響を及ぼす事情には，つぎのような重要な異聞

がある，すなわち労働の生産力の増大が労働力価値に影響を及ぼすのは，それ

が一定の産業諸部門に，すなわちその生産物が労働者の日常的消費に入り ζ

み，したがって労働力の価値を規制するような部門に生じる場合だけであっ

た。だが「こうした制限はここでは停止されるん労働の強度の増大であれ労

働日の延長であれ，労働者の支出労働量の増大は，それがいかなる産業部！lljに

生じようとも，労働力の加速的な消耗丑もたらすことによって労働力の価値を

増大させるのである。

(1) 労働の強度の増大，すなわち「同じ時間内における労働支出の増加・労働）Jの緊張

の増大・労働時間の気孔充填の濃密化すなわち労働の凝縮jは「あるがままのものと

して，すなわちより多量の労働として，計算される」（DasKapital, Bd., I, S.430.）。

(2) 「外延的にしろ内包的にしろ，労働の大いさにおけるすべての変動は，それが労働

力の消耗を促進する以上は，労働力の仙値に影響する（affecte）」（L巴Capital,t 

2, p↑%．）。

同標準からの背離としての労働強度の増大と「特別J剰余価値の生産

剰余価値生産の一方法として労働の強度が増大されるにあたってその現実的

契機となるものは， ζ こでも，個別資本による社会的・棋準的強度をこえての

労働の強化である。

労働の強度の社会的棋王手皮そのものは，その労働が社会的平均労働であり，
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したがって価値形成的労働であるために必要な最低限の条件の一つであるにす

ぎない。周知のように，労働が価値形成的であるための，すなわちそれが商品

を生産するために「社会的に必要な労働時間jであるための条件は，第ーに労

働が合体される生産諸条件の社会的標準度であり，第二に労働そのものの熟練

および強度の社会的標準度であっ1ii'l労働の強度が問題となっているここで

は，生産諸条件および労働の熟理？社会的標嘩度というこ条件は満たされてい

るものとして捨象しよう。残る条件を満たすためには，伺々の資本家は労働市

場で「標準的品質の労働力Jを購入し，乙の労働力所有者をすくなくとも「普

通の平均程度の緊張をもって，社会的に慣行的な強度をもってJ，すなわち標

準強度で労働させなければならなし、。こうしてはじめて乙の労働は商品価値を

形成し，これを使用する資木家は一般的剰余価値率を取得することができるの

である。

ところである個別資本がこの最低限としての標準的強度をこえて労働を強化

したとすれば，それはー労働日の聞に社会的標準以上の価値生産物を生産する

乙とができるであろう。だが同時にこの個別資木のもとで働く労働者は，標準強

度で働く他の労働者と比べて彼の労働）Jを加速的に消耗するために，労働力の

価値もまた増大する。そこでこの労働力の価値増大の程度が労働強化の程度と

くらべてより小さいか，同じであるか，またはより大きいかに応じて，剰余価

値率は増大するか，不変であるか，または低下するであろう。しかしどの場合に

も剰余価値の分量は増大し，したがって乙の資本は一般的刺余価値率が内蔵す

る社会的・標準的な刺余価値量をこえるある「特別」剰余価値を取得する。こ

の「特別」剥余価値こそが，個別資本による労働強化の現実的な推進動機とな
（η 

るのである。

だが標準からの背商品としての労働強化がすべての産業部門のすべての個別資

本に波及し，したがって棋準強度そのものが明大すると同時に，この「特別」

剰余価値は泊以するであろう。この場合一般的剰余仙値率はいかに変動するで

あろうか。標準強度じたいが増大すれば， ζの新たなより高い強度が普通の社

会的出準度となり，したがってこれが商品価値を規制する［社会的必要労働時

間」の基準強度となるであろう。したがって一労働日がうみだす価値生産物の
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大いさは，労働時間を価値の度量基準として維持する限りは，以前と同一一ー

ただしその各一時間はいまやより大きな強度をもち，したがってより多量の労

働量を内包するのであるがーーであろう。かくてこ乙では，個別的な労働強化

の場合とは違って，ー労働日はやはりー労働日として評価され， 「外延的な大

いさとしては計算されなくなるであろう」 そこでもし労働力の価値を規定す
品）

る労働者の必要生活手段の分量が，労働強度の一般的増大にもかかわらず不変

だとすれば，労働力の価値は一一乙れはいまやより大きな強度をもったより少

ない労働時間で再生産されるので一一一低下し，したがって一般的剰余価値率は

増大するであろう 0）だが現実にはこの生活手段分量は標準強度の増大によって

労働力の消耗度が増大するにつれて増大する。したがってこの増大の程度が，

労働強化の程度と比べてより小さいか，同じであるか，またはより大きいかに

応じて，一般的剰余価値率は増大するか，不変であるか，または低下すること

になる。

だが一般的剰余価値率がいずれの方向に変動しようとも，個々の資本にとっ

てはそれは最低限の搾取条件にすぎず，乙の資本はたえずこれをこえて「特別」

剰余価値を求めて労働を強化するであろう。だから労働強度の増大はこれを剰

余価値生産の一方法としてみる限り，何よりもまず個別資本による標準強度を

こえての労働強化として理解しなければならない。

(1) 「社会的に必要な労働時間とは，現存の社会的・標準的な生産諸条件と労働の熟練

および強度の社会的な平均度とをもって，何らかの使用価値を生産するために必要と

される労働時間である」（DasKapital, Bd., I, S. 43.）。

(2）熟練（Geschick;habiletめという用語は，日常的な産業界においてはきわめて多義

に用いられているが， 『資本論』で；も！これはいくつかの内容を含めて使われてい

る。ただしマルクスの場合，一定時間内の支出労働量を規定するものとしては基本的

に労働強度の概念を用いているので，これは惜いて，強度から区別されるものとして

の熟練概念をみると，これには二つの意味が含められているようにみえる。第一は，

同一時間内に生産される使用価値の分量を規定し，したがって生産力概念の一部を構

成するものである。すなわち「労働の生産力は，多様な事情によって，なかんずく労

働者の熟練の平均度・科学およびその技術学的な応用可能性の発展段階……によって

規定されているJ(Ibid.,S.44）。だがそれは第二に，労働の結果生産される使用価値の

品質を規定するものとしても用いられている。すなわち「独立して孤立的に労働する

生産者の熟練一一これはしかし，製作物の分量において量的に実証されるよりも，む
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しろその品質において質的に実証される」(Ibid.,s. 654）。

(3) 「標準的品質の労働力Jとは「それが使用される部門において支配的な平均程度の

熟練・技能および敏速さをもってJいる労働ノJを意味する (Ibid.,S.204.）。
(4) Ibid. 

(5) 「継続｜時間と生産力とが与えられていれば労働は，その強度が平均強度をこえれば

こえるだけ，より大きな価値に自らを体化ずる」（L巴 Capital,1;.2, p.i 96.傍点引用者）。

(6）第三節（三jの註（3）を参照されたい。

(7) ここで「特別」を日弧で限定したのは，労働日延長の場合と同じ理由による。なお

ローゼンベJレクや宮川実教授などはこれを限定なしに特別Jill）余侃1値とよばれ，生i主力

増大の場合の特別剰余f1ll1値との差異には注目されていない（「資本論註解J青木書店

版第二分冊P.419.；『資本論講義」第二分間P.185.〕。この差異を一応問題にされて

いる論者としては田中菊次・白杉庄ー郎両教授があげられる。標準をこえる強度増大

によってよLじるこの「特別」剥余価値を， 田中教授は「（一蒋の〕特別剰余伺値」と

よばれ，白杉教授はこれを生産力増大の場合のそれと比べて「非正常的」だとされ

る。だが両者ともにその根拠および意義についてはあまり明確にされていないようで

ある（前掲論文PP.35 6.；前掲書P.28, P .32.）。

(8）資本家が労働者に課す労働の標準強度は，その労働が何値形成的労働であるための

条件にすぎず，したがって最低限の強度にすぎないこと，彼はこの長低限以上に労働

を強イじすることによって剰余仙位の増大を追求するということについて，マルクスは

『資本論』第一巻刊行に先だっ数11三前にその草稿のーっとして書かれた「直接的生産

過程の諸結果』においてつぎのような明快な文章を残している。 ［労働者会の労働時間

がその継続！ご比例して価値をつくり出すためには，それは社会的に必要な労働時間で、

なければならない。すなわち，労働者は特定時間内に標準的に社会的な量の合目的的

労働を呆さなければならない。それ故lこ，資本家は，労働者lこ彼の労働が少なくとも

標準的に社会的な平均度の強度をもつように強制する。資本家は労働をできるだけ

この最低限以上に引上げようと試みるであろう，そして与えられた時間内にできるだ

け多くの労働を労働者から搾り出そうと試みるであろう。なぜなら，労働の強度が平

均度を越えれば超えるだけ，資本家に剰余価値がっくり出されるからである」〔岩波文

庫版『資本論綱要Jに所収 P.138.傍点引用者）。

(91 Das Kapital, Bd., I, S. 550.だがこの場合でも，国際間では，標準強度そのもの

が国によって異なるために，それが大きい国民的労働のー労働日は，それが小さい国

民的労働の二労働日または三労働日として，すなわち外延l1Sな大いさとして評価され

るのであって，これは国際的適用における価値法則のモディフィケーションとよばれ

ている。 「世界市場では，強度のより大きい国民的労働日がより大きな労働時間をも

っ労働日っとして，すなわち外延的lとより大きい労働円として計算されるJ(Das 

Kapital, Verlag von Otto Meissner，↑867. Bd., I, S. 549）。

(10) ローゼンベJレク，宮川実教授などはl，標準強度が両まった場合は労働力の価値は低
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ドし，したがって剰余仙値率は増大する，または相対的剰余仙値の生産が行われると結

論されるが，このことは労働強比にもかかわらず，労働者の必誕生活手段の分量が不

変だという前提のもとでのみいいうるのだということを忘れてはならない （前掲害

PP.419-20；前掲書P.185）。

（周） 労働力の価値からの価格の背離

剰余自lli値生産の一方怯としての労働強度の増大ば，これにしたがう個々の労

働者の労働力の価値増大をもたらす。そこでこれにともなってその貨幣表現た

る労個々の価格も増ょするであろう。だが労働）Jの価格がその価値とは相対的

に独自の規定を支ける｜絞り，この価格増大は「必ずしもその何倍以上に騰貴し

たということを合まない」のはもちろんのこと，それが価値増大と同じ比率で

生じる保障もない。そこで労働強化による「労働力の速められた消耗を償わな

い場合はつねに」この労働力の価格増λは［その価値以下への低下を伴う」こ
(1) 

とになる。

ところでこのような労働力の価値以下での価格の支払丑山実に媒介するもの

は，］j’働H延長の場合と同織に，労賃の支払形態である。労働口の延長や労働

の強化という労働者の支出労働量の増大による剰余価値土産を行うJJJ合，これ

にともなって生じる労働力の価値増大に対しでは，資本は労賃の支払形態をも

ってこれに対応し，むしろ労働ノJの価値以下での価格の支払を実現するのであ

るc だがこの労賃形態の機構そのものの解明はつぎの誕越である。
(2) 

(1) D丘sKapital, Mar文司EngelsWerke, I3d., 23. S.547. 

(2) この過程を図示すればつぎのようになろう。

労f力力の
旧価値一一→新価値

イト ' 

①労働力のfrlli格は増大する

l
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l
1
1
1
ψ
 

労
幼
の
強
化

V ！〈亘 m 

が，増大した新／iiii:i直にまで

は増大しない場合。

＠労賃の支払形態がこの過程

を現実lこ媒介する。①労｛力力のi州格

おわりに

以上，資本による刺余価値生産の三方弘、によって規制される労働力価値の変

動法則について考察してきたが，はじめに注意を促したように，そこでは，後
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抗する労賃形態論や労賃変動論の展開をすでに充分予想し，または先取りした

議論がなされた。だがこのことは労働力価値の変動法見I]そのものが現実には労

賃形態および労賃変動の法則に媒介されてはじめて実現されるものであること

からして当然の乙とであったともいえる。さいごにこの点を確認することによ

って，本稿がめざす資本制的蓄積と労賃法見I]の全展開にとっての起点となるこ

とを再度強調しておきたい。

刺余価値の生産は資本制的蓄積のもっとも基底的かっ本質的な過程である。

資本はあらゆる方法を用いて剰余価値生産を追求するが，その基本的なものが

労働の生産力の増大・労働日の延長・労働の強度の増大の三方法である。その

結果労働力価値の変動が生じ，それぞれ低下・増大・増大する。だがここで注

意すべきは，本論のなかで切らかにしたように，労働の生産力の増大による刺

余価値の生産は個別的生産力ではなくて生産力の社会的な標準度そのものを増

大させるいわば社会的総資本の「行為Jによるものであり，したがってその結

果生じる労働力の価値低下も社会的一般的な低下としてあらわれた。これに対

して労働日の延長および労働の強化による剰余価値の生産は，担：準労働日また

は様準強度そのものは前提にした上で，これから背離して労働日を延長しまた

は労働を強化する個別資本の行為によるものであり，かくしてひきおこされる

労働力の価値増大も，このような支出労働量の増大を強制された個別的な労働

者にかんしていわれるものであった。

ところで労働力価値の大いさは社会的・歴史的に規定されるのであってけっ

して資本の意志に依存するものではないから，このような労働力価値の変動そ

のものを資本が直接規制し，もしくは変更することはできない。資本が直接・

間接に操作しまたは規制しうるのはその価格形態たる労賃だけである。そこで

資本は，剰余価値生産の三方法の遂行によって生じる労働力価値の変動に対し

て，労賃の次元で，しかも労賃の形態と労賃の変動の二重の次元で対応するので

ある。資本はまず畑山IJ！＇自にまたは直接的に，みずからが使用する労働者への労

賃の支払形態によって対応する。この労賃形態の機能は．生産過程において支出

労働量の増大による労働力価値の増大が生じたときに乙そ強く作用し，むしろ

労働力価値以下での労賃支払を可能にする。さらに資本は社会的にまたは間接
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的に，労働市場における労働の需給法則の支配をつうじて労賃変動を規制す

る。すなわち労働の生産力の増大を基軸とする資本蓄積の機構は，資本の中位

の増殖欲にとって過剰な相対的過剰人口を創出し，乙れをその上で労働の需給

法則が作用するところの背景となすことによって労働の需給法則そのものを支

配するのであるが，その結果もたらされる労賃の低下傾向こそは，生産過程に

おける労働の生産力の増大の結果としての労働力価値の低下を現実に実現する

一一一乙のことはさらに労賃が労働力の価値以下にまで低下することを排除する

ものではない一一ーものにほかならない。

以上述べた労働力価値の変動法則と労賃形態および労賃変動の法則とは，へ

ーゲノレ流にいえば，本質と現象の関係にあるといえよう。両者は，剰余価値率

と利潤率の関係と同様に，前者が探求されるべき本質であるとすれば，後者は

ブノレジョア社会の表面に現われる現象である。すなわち労働力の価値およびそ

の変動はそれ自体としてわれわれの眼にみえるものではなく，われわれに現象

するものは労賃形態であり労賃変動でしかない。また他面，後者において何ら

かの変動がみいだされるとすれば，その背後には必らず本質としての労働力価

値の変動が想定される。かくて両者は互いに不可分離の関係にあるのであっ

て，その意味では本稿がとりあつかった労働力価値の変動法則についての理論

は，続く労賃形態論および、労賃変動論の展開を侯つてはじめて完了するといわ

ぬばならない。

（なお筆者は一九六九年一月経済学史学会西南部会において本稿の要旨を報告する機

会を得たことをここに付記しておく。〉




